
［成果情報名］機械の汎用利用と作期移動による省力低コスト２年３作体系

［要約］播種・収穫機械の汎用利用と水稲乾田直播栽培や大豆晩播狭畦栽培による作期の移
動によって、費用及び労働時間が削減され、麦＋大豆＋水稲の低コスト省力的な２年３作
体系が可能となる。
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［背景・ねらい］

寒冷地２年３作輪作体系において麦と大豆の作期競合や大豆後水稲の倒伏等のリスク軽
減とコスト低減を目指し、逆転ロータリ＋播種機や普通型コンバインを使った汎用的機械
利用体系による水稲乾田直播栽培と、大豆晩播狭畦栽培を組合せた、麦＋大豆＋水稲の低
コスト省力的な新たな２年３作体系を開発し、その効果を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

１．慣行体系では、大麦収穫作業と大豆播種作業が競合しているが，大豆晩播狭畦栽培に
より作業競合が分散し、水稲乾田直播栽培の導入で労働時間が減少するため、春作業
の労働時間が平準化する（図１）。

２．麦＋大豆＋水稲の新技術体系（２年３作）では、麦・大豆用の機械を水稲に利用する
ことにより、播種・収穫機械等の汎用化が図られ専用機械の必要がなくなる。大豆は
７月の晩播栽培によって大麦・小麦後の作付可能となり、狭畦栽培と作期移動により
中耕培土作業の削減や雑草・病害虫防除作業が軽減される。大豆後水稲では乾田直播
栽培によって倒伏が回避され、育苗や移植・施肥作業の削減が図られ、費用及び労働
時間が削減される（図１、２）。

３．この体系の規模判定要素となる汎用播種機械の作物別負担面積は、中規模（ﾄﾗｸﾀ 40PS
級）15ha、大規模（同 60PS 級）20ha、大規模法人（同 100PS 級）30ha 程度である（表
１）。

４．線形計画法で試算すると、新技術体系をの導入により構成員当農業所得は慣行体系と
比較し増加する。営農モデル条件下では、43.2ha まで規模拡大が可能であり、構成員
当農業所得は 577万円となる（表２）。

［成果の活用面・留意点］

１．実証地は、宮城県北部平坦地の基本的排水条件を備えたほ場条件で行った。この体系
の普及対象地域は東北中南部太平洋側とし、ブロックローテーションによる水田利用
を推進する集落営農組織や大規模法人を対象とした。

２．新技術体系の導入にあたっては、地域の水田利用形態を踏まえ、慣行栽培との組合せ
を考慮する。

３．播種方式は、逆転ロータリ＋回転目皿式播種機による広畝成形同時播種で、2007 年
成果情報「逆転ロータリと目皿式播種機による広畝成形同時播種方式の水稲乾田直播
への利用」を参考。

４．線形計画法には、中央農業総合研究センター開発のＸＬＰを使用した。



［具体的データ］

図１ 作物別労働時間の年間推移
表１ 播種・収穫作業の作業能率及び負担面積

図２ 2年3作体系での作物別10ａ当

費用及び労働時間（2008年産） 注1)作業可能日数率：アメダス古川地点日降水量からの算出

注1)慣行及び実証の経営規模は「36ha （1978～2003年、25年間：準平年値)

＋大豆作業受託100ha」（(表２）現況）規模で算出

注2)「その他」：土地改良水利費、賃借料及び料金、物件税及び公課諸負担、生産管理費

表２ ２年３作体系の営農モデル

［その他］
研究課題名：寒冷地太平洋側における輪作リスク低減と大規模省力水田輪作の体系化
予算区分：委託プロ（担い手）
研究期間：2007～2008年度
研究担当者：星信幸、佐藤祐子、浅野真澄、滝澤浩幸、冠秀昭、大森裕俊、長田茂、辻本淳一
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41PS
(30.9)
1.6m

64PS
(47.1)
1.8m

100PS
(73.5)
2.4m

1.5m 1.7m 2.3m
28cm 5条 6条 8条

24cm 6条 7条 9条

(麦・大豆) 1.5
(乾直水稲) 1.2

ほ場作業効率 0.83 0.80 0.73
作業時間/日 h/日
実作業率

(麦・大豆) 0.93
(乾直水稲) 0.75
(麦・大豆) 4.57
(乾直水稲) 3.66

（作物別負担面積）
有効作業期間

作業可能日数率

負担面積 ha 15.52 19.46 30.59
有効作業期間

作業可能日数率

負担面積 ha 14.60 18.30 30.03
有効作業期間

作業可能日数率

負担面積 ha 15.32 19.21 30.20
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0.79(10月中旬値)

31.71ha

11/17～11/24(8日間)狭畦
晩播
大豆

10/10～10/20(11日間)

0.72

31.16ha

6/10～6/19(10日間)

0.85（11月中・下旬値）

千円
千円

水稲（豆後）作 ha
大麦-大豆作 ha

計 ha
注１）営農モデル条件：ａ）構成員５名，オペレータは４名（８千円/８ｈ・日）を上限とした　ｂ）経営面積：現状規模（36ha）から地代10a当25千円を支払うこ
とで規模拡大が可能とした、また大豆作業受託（耕起・播種・刈取）を100ha行うことを制約条件とした　ｃ）転作率：40％　ｄ）各作物の反収（品種：まなむ
すめ、シュンライ、タンレイ）慣行体系：移植水稲420kg・大麦164kg・標播大豆220kg、新技術体系：乾直水稲480kg・実証麦240kg・狭畦晩播大豆201kg
ｅ）水稲は全て大豆後作で、慣行移植は全面倒伏するため基幹品種「ひとめぼれ」は作付けできない。
注２）利益係数は、慣行体系：移植水稲50,241・大麦-大豆102,246、新技術体系：乾直水稲84,226・実証大麦-狭畦晩播大豆107,162とし試算。比例利
益総額は、利益を最大化する部門構成下での（収益-変動費）の総額であり、構成員当所得は、（比例利益総額－償却費）を構成員数で除して算出。

最適
規模

21.6 21.6 25.9
14.4 14.4 17.3
36.0 36.0 43.2

構成員当農業所得 2,513 4,781 5,773

比例利益総額 26,564 34,627 39,587
慣行体系（現状規模） 新技術体系（現状規模） 新技術体系での最大規模


